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カーボンニュートラルに向けたグランドデザイン
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” 住友化学グループらしい “ カーボンニュートラルに向けた

取り組みを「責務」と「貢献」の両面から推進

住友化学は, 2050年カーボンニュートラル実現を目指します.

当社グループのGHG排出量を

ゼロに近づける

責務

当社グループの製品・技術を通じた

世界のGHG削減

貢献

✓ GHG削減目標のSBT認定

総合化学企業で世界初の取得 (2018年)
✓ 製品カーボンフットプリント算定ツール (CFP-TOMO) の無償配布

✓ GHG削減貢献量の新指標 (Science Based Contributions) 策定、等



CO2分離膜によるカーボンニュートラルへの貢献
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化石資源
地中
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製造 製造 使用 焼却
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CO2 CO2 CO2
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CO2
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『膜分離』
↓

炭素資源循環の
鍵インフラ



グリーンイノベーション基金事業推進体制
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代表取締役社長 岩田圭一

カーボンニュートラル戦略審議会
(経営会議メンバー）

コーポレート研究部門
取締役副社長 上田 博

・研究開発
・パイロット設計・運転

・出願・権利化検討
・知財管理

・事業化推進・プラント設計

知的財産部 技術・研究企画部エンジニアリング部
工業化技術研究所

所長（研究開発責任者）
GM（研究開発責任者代理）

エネルギー・機能
材料業務室

・研究進捗管理
・契約・予算管理
・社外連携先窓口
・事業化推進

・標準化戦略検討

レスポンシブル・ケア部

カーボンニュートラル戦略審議会の下にすべての関係部署を配置、

経営者の監督の下で各所が連携可能な体制を構築

(間接部門)（研究開発、パイロット、実証、商業化)

相互連携
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グリーンイノベーション基金事業推進体制
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⚫ カーボンニュートラル戦略審議会（原則、四半期毎に開催）

✓ 経営会議メンバーにて構成され、当社のCNの取組みを議論、決定する場。

✓ 本審議会において、当該事業の進捗状況を報告、幹部から指示を行う。

⚫ プロジェクト分科会（四半期毎に開催）

✓ 開発担当者より、研究開発担当役員へ開発状況の報告を行う。

✓ 検討推進における課題の解決に向け、リソースの再配分等の方策を議論、決定する。

経営幹部への定期的な報告を実施、

経営者がタイムリーに必要な指示を行える体制を整備



本事業に関する対外発信
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Sumitomo Chemical Investors’ Handbook, 2023

プレスリリースやIR資料への掲載を通じた情報発信を実施

プレスリリース（2022年5月13日）



膜分離の特徴
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化学吸収法 膜分離法

CO2の分離に
必要なエネルギー 2.0～2.5 GJ/t-CO2 0.8～1.5 GJ/t-CO2

設備規模 大型設備化しやすい 小型化設備しやすい

ターゲットとする
CO2排出源

大規模排出源
(火力発電所、等)

中小規模排出源
（ごみ処理設備、小規模工場）



事業化検討
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⚫ 日本において、廃棄物の焼却及び原燃料利用でのGHG排出量は約3,200万トン(1)

⇒ 3Rによる廃棄物量の削減のみならず、焼却で発生するGHGの分離・回収は重要な課題

⚫ 日本は、小規模な”ごみ焼却炉” (2)が多数存在（全世界のごみ焼却場(数)の半分以上が日本）

⇒ 施設数：1028ヵ所 平均処理能力：171(トン/日)（2021）(3)

ごみ焼却場の燃焼排ガスからのCO2の分離・回収をターゲットに設定

（１）廃棄物・資源循環分野における2050年温室効果ガス排出実質ゼロに向けた中長期シナリオ(案)（2021）（環境省）

（２）第7回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 グリーン電力の普及促進等分野ワーキンググループ 環境省資料より

（３）環境省HPより

世界の廃棄物処理施設プラントの施設規模
（環境省資料(2)より抜粋）
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⚫ 世界の廃棄物発生量は増加傾向
（2030年には25億トン、2050年には34億トン）

⇒ 廃棄物処理プラントの市場規模は
3兆円(2030)から5兆円規模(2050)へ(2)

ごみ焼却場の燃焼排ガスからのCO2分離は
CNへの貢献、及び、市場性からも価値は大きい



想定事業モデル
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顧客
ごみ焼却場

その他排出源

住友化学
OOYOO

設備メーカー

技術提供

CO2分離技術
のライセンス

設備提供

CO2回収設備
の納入

製品提供

分離膜モジュール
の納入



CO2利用のトータルソリューション事業化に向けて

Change and Innovation ～ with the Power of Chemistry ～ 11

CO2分離とCCUを統合したプロセスの検証 ⇒ 2028年度以降に実証予定

GI基金(別事業)(*)で開発中

(*) GI基金事業『CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発』

【研究開発項目 4】アルコール類からの化学品製造技術の開発

CO2発生源
（ごみ焼却）

有価物CO2

CO2分離 CCU

CO2 + H2 CH3OH + H2O

内部凝縮型
反応器

本事業で開発中



研究開発の進捗（OOYOO）
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直近のマイルストーン

• 高CO2透過
膜の開発

1

• 塗工プロセス
開発 • 2024年3月に新規導入する塗工装

置を設置する場所を確保し、必要な
ユーティリティーを整備する。

• 導入する装置と同型機を用い、オペ
レータに装置の操作方法を教育する。
新規装置を設置し、正常動作を確認
する。 

2

研究開発内容 これまでの開発進捗 進捗度

• 支持層：新支持層がCO2透過速度の目標値
(300,000GPU)を達成することを確認した。また、コストを
150円/m2に削減し、厚さを90％削減できることを確認した。

• ガター層：安定性を高めた新ポリマーを開発. また、CO2透過
速度の目標値を達成する塗工条件を検討中。

• 選択層：安定性を高めた新ポリマーを開発。また、CO2透過
速度の目標値を達成する塗工条件を検討中。

◎/〇/△/×のうち

〇
(理由)

• 開発はほぼ完了。

• ガター層及び選択層の
最適化を実施中。

• 導入装置と同型機を用い、装置メーカー技術者による
オペレータの教育が完了し、セルフオペレーションを開始した。

• 新規装置の製作状況がスケジュール通りであることを確認した。

• 2024年3月末までに、装置が設置され、必要なユーティリ
ティーの施工が完了した

◎/〇/△/×のうち

〇
(理由)

• オペレータの教育完了。

• 新規塗工装置の設置
完了。

• 透過膜は支持層、ガター層及び選択
層で構成される。これら3層を積層し
た透過膜におけるガス透過性能の目
標値はCO2透過速度：
3,000[GPU]、選択性：50である。

• これを達成するために支持層のコスト
及びガス透過性能の目標値を設定、
ガター層にもガス透過性能の目標値
を設定し、材料、塗工液及び塗工条
件等を検討する

Confidential



研究開発の進捗（住友化学）
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直近のマイルストーン

• プレート&フ
レーム型分
離膜モジュー
ルの開発

• 分離システ
ム開発 • 実ガス長期連続評価により実機吸

着塔設計に必要なデータ(吸着速
度、飽和吸着量)を取得する。

• CO2回収率および純度に応じた、
コストミニマムとなる分離プロセスを
設計する。

研究開発内容 これまでの開発進捗 進捗度

• 膜エレメントの基本構成を決定した。

• 実機ハーフサイズの膜エレメントを試作し、要求耐圧
を満足する耐圧仕様を設計できた。

• 製造自動化検証機を設計、導入し自動化検討を
開始した。

◎/〇/△/×のうち

〇
(理由)

• 実機ハーフサイズの膜
エレメント試作済み。

• エレメント基本構成を
決定済み。

• 吸着剤の実ガス長期連続評価設備が完成し、工業
化データを取得した。

• プロセスシミュレータを構築し、分離プロセスの最適
化を実施中。

◎/〇/△/×のうち

〇
(理由)

• 吸着剤の工業化データ
取得中。

• シミュレータを構築、プ
ロセス最適化を検討中。

• 部材, 封止部の耐久性試験

• 封止法の自動化検討(製法検討)

• 圧力容器スケールアップ時の耐圧
設計

3

4

Confidential



標準化戦略
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Input（CO2発生源）視点

✓ CO2発生源で異なる（分離対象ガス中の）夾雑ガスに注目した戦略

Process（分離工程）視点

✓低エネルギーなCO2分離プロセスという特徴に注目した戦略

Output（分離したCO2の用途）視点

✓分離したCO2の純度とその用途に注目した戦略
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